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女子についても,第2表中の成熟反応平均点は,高校2年より20.7, 23.5, 24.5, 24.3と
成熟点7)伸びは男子より劣るが,.一応高校,大学の水準より高く,又成熟率は51.7, 58.7,
60.8と年令の進むに従い,順調な成熟を表明していると思考することができる.
これらを運動クラブ所属の生徒と対比して見ると,成熟点平均値では, 23.8, 25.3, 26.3と
































































































































































































































































































































男子高2より運動クラブ, 56点, 56点, 38点,非クラブ51点, 34点, 57点と運動クラブに最高
点が集積している.
総括
運動クラブ経験の有無を条件として,青年中期より青年後期に相当する高校,大学の男女学
徒に,社会的成熟度検査を試み,人生観の成立,社会的態度の成熟,情緒の成熟,性,身体の
成熟について検討した結果,つぎのように要約することを得た.
1.中間集団としての学生,生徒の社会的成熟の度合は,成熟点,成熟率等より見て,比較
的順調に成人の域に移行していると言える.
2. 4領域中成熟点並びに成熟率で,最も高い反応を示したのは,男女とも性.身体の成熟
意識であり,情緒の成熟,人生観生活態度これにつぎ,社会的態度の成熟は巌も低く,他
の債域に比べて遅滞的である.
5.運動クラブに所属し集団生活の経験を経ている男女学生は,非クラブの学生に比し, 4
領域とも成熟点,成熟率はすべて高く,青年期において,彼等を直接的に結びつける集団活
動が,社会的成熟に極めて重要な教育上の位置と価値を有していることを証明している.
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